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106No.
・決算報告

・歳末たすけあい運動
　　見舞金贈呈に関する申請案内

・会員会費、赤い羽根募金、
　　歳末たすけあい運動募金のお願い

・福祉団体コーナー

・事業報告

・社協の情報コーナー

主
な
内
容

　参加者の皆さま・ボランティアを受入れていただいた皆さま

　～ ご参加 ・ ご協力いただきありがとうございました ～
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会員会費額

赤い羽根共同募金額

歳末たすけあい募金額

一般寄附金額

　

会員会費額

赤い羽根共同募金額

歳末たすけあい募金額

一般寄附金額

3,299,500円

2,500,677円

1,007,997円

463,649円

3,299,500円

2,500,677円

1,007,997円

463,649円

 住民の皆さまからのご協力 　

令和５年度　事業・決算報告

170,000円
⑥  貸付事業収入

③  寄附金収入 463,649円

①  会員会費収入

⑤  受託金収入
87,369,384円

②  分担金収入

④  補助金収入
19,538,225円

合計合計
収 入

収 入

支 出

⑧  介護保険事業収入
130,758,033円

2,172,675円
⑨  障がい福祉サービス事業収入

⑪  その他の収入 872,832円

84円
⑩  受取利息配当金収入

3,299,500円

　4,000円

合計
224,771,337円

248,416,595円248,416,595円

224,771,337円
合計

支  出

②  会費事業
4,403,294円

1,635,225円
③  補助事業

④  受託事業
33,726,656円

16,429円
⑤  福祉サービス利用援助事業

⑧  歳末たすけあい運動募金事業
948,368円

⑫  居宅介護支援事業
25,781,806円

23,613,887円①  法人運営事業

284,000円
⑥  福祉資金貸付事業
 　
⑦  赤い羽根募金事業

2,017,250円

⑪  通所介護事業
51,038,127円

⑩  老人福祉センター
　　　　　指定管理事業

22,602,083円
⑨  訪問介護事業

35,932,053円

⑬  地域包括支援センター事業 22,686,559円

⑭  法人後見事業 85,600円

※内部取引は相殺しています。

3,768,213円
⑦  事業収入



会

費

事

業

補

助

事

業

　

会
員
会
費
を
財
源
と
し
た
生
活
支

援
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
を
行
い

ま
し
た
。

①
か
わ
じ
ま
安
心
お
助
け
隊
事
業

　

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
援
助
の

必
要
な
高
齢
者
や
障
が
い
が
あ
る
か

た
の
通
院
や
買
い
物
等
の
生
活
支
援

を
行
い
ま
し
た
。

　

・
利
用
会
員
数　

６
６
６
名

　

・
利
用
実
績　

  

１
，２
８
０
件

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
相
談
、
情

報
提
供
、
登
録
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、

保
険
加
入
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

・
登
録
団
体　

11
団
体
３
７
７
名

　

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
加
入
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
５
５
名

　

・
夏
休
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
学
習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

53
名

③
常
設
サ
ロ
ン
助
成
事
業

　

住
民
同
士
で
運
営
す
る
、
地
域
住

民
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
拠
点
（
サ
ロ

ン
）
の
運
営
を
支
援
し
ま
し
た
。

④
福
祉
協
力
校
助
成
事
業

　

小
学
校
、
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

を
対
象
に
、
福
祉
に
関
す
る
学
習
や

実
践
活
動
を
通
し
て
、
「
福
祉
の
こ
こ

ろ
」
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
、
町

内
小
中
学
校
を
福
祉
協
力
校
に
指
定

し
推
進
を
図
り
ま
し
た
。

　

福
祉
体
験
学
習
と
し
て
、
車
い
す

体
験
や
ア
イ
マ
ス
ク
体
験
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

・
実
施
回
数　

２
回

⑤
１
０
０
歳
の
祝
い

　

１
０
０
歳
の
お
祝
い
に
社
協
会
長

が
訪
問
し
、
寿
状
、
祝
い
金
の
贈
呈

と
記
念
写
真
の
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　

・
対
象
者
数　

９
名

⑥
米
寿
の
祝
い

　

川
島
町
職
員
の
協
力
に
よ
り
、
88
歳

の
か
た
を
訪
問
し
、
記
念
品
を
贈
呈
し

長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

・
対
象
者
数　

１
０
６
名

⑦
戦
没
者
遺
族
支
援
事
業

　

戦
没
者
遺
族
に
対
す
る
支
援
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

・
盆
中
慰
問
の
実
施
（
戦
没
者
遺

　
　

族
へ
遺
族
連
合
会
役
員
に
よ
る

　
　

線
香
配
布
）
２
７
６
世
帯

　

・
戦
没
者
遺
族
に
よ
る
慰
霊
参
拝

　
　

19
名

⑧
地
区
敬
老
事
業
へ
の
支
援

　

敬
老
、
交
流
を
目
的
に
、
公
民
館
主

催
の
敬
老
事
業
へ
助
成
金
を
交
付
し

ま
し
た
。

　

・
助
成
件
数　

６
件

⑨
福
祉
関
係
団
体
の
支
援

　

福
祉
関
係
団
体
の
事
務
局
と
し
て

育
成
、
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

・
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
川
島
連
合
会

　

・
川
島
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

　

・
川
島
町
遺
族
連
合
会

　

・
川
島
町
赤
十
字
奉
仕
団

⑩
車
い
す
、
シ
ル
バ
ー
カ
ー
、
車
い
す

　

対
応
自
動
車
の
貸
し
出
し

　

日
常
生
活
の
中
で
、
移
動
が
困
難
な

心
身
障
が
い
児
（
者
）
及
び
虚
弱
高
齢

者
等
に
、
車
い
す
、
シ
ル
バ
ー
カ
ー
や

車
い
す
対
応
自
動
車
の
貸
し
出
し
を
行

い
ま
し
た
。

　

・
車
い
す
貸
出
件
数　

49
件

　

・
シ
ル
バ
ー
カ
ー
貸
出
件
数　

１
件

　

・
自
動
車
貸
し
出
し
件
数　

84
件

⑪
フ
ー
ド
＆
ラ
イ
フ
ド
ラ
イ
ブ

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
休
業
、
失

業
が
広
が
る
中
で
、
日
々
の
食
事
や
日

用
品
の
確
保
に
困
窮
す
る
家
庭
に
対
し

て
、
食
料
品
や
日
用
品
を
提
供
す
る
た

め
に
町
民
か
ら
の
寄
付
を
募
り
ま
し
た
。

　

・
期
間　

10
月
２
日
〜
11
月
30
日

　

・
提
供
人
数　

30
名

　

・
提
供
点
数　

２
０
０
点

　
　
　
　
（
う
ち
米
１
，
２
７
４
kg
）

⑫
フ
ー
ド
＆
ラ
イ
フ
パ
ン
ト
リ
ー

　

フ
ー
ド
＆
ラ
イ
フ
ド
ラ
イ
ブ
で
提
供

い
た
だ
い
た
食
料
品
・
日
用
品
を
子
育

て
世
帯
等
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

・
期
間　

1
月
22
日
〜
1
月
27
日

　

・
配
布
先　

36
世
帯

⑬
地
域
包
括
ケ
ア
実
習

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る

住
民
支
援
の
あ
り
か
た
と
看
護
師
の
役

割
に
つ
い
て
学
習
す
る
大
東
文
化
大
学

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
科
学
部
看
護
学
科
の

学
生
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

・
実
施
日　

６
月
12
日
〜
７
月
６
日

　
　

の
う
ち
12
日
間

　

・
受
入
人
数　

24
名

　
補
助
金
を
財
源
と
し
た
高
齢
者
福
祉

事
業
及
び
戦
没
者
遺
族
支
援
事
業
を
行

い
ま
し
た
。

①
１
０
０
歳
の
祝
い
及
び
米
寿
の
祝
い

　

事
業
（
再
掲
）

②
戦
没
者
遺
族
支
援
事
業
（
再
掲
）

③
地
区
敬
老
会
事
業
助
成
事
業 （
再
掲
）

　
受
託
金
を
財
源
と
し
た
高
齢
者
福
祉
、

子
育
て
支
援
事
業
及
び
ふ
く
し
総
合
相

談
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

①
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業

　
高
齢
者
が
地
域
の
中
で
明
る
く
い
き

い
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
や
地
域
住
民
に
よ
っ
て
、

ふ
れ
あ
い
の
場
を
設
定
し
、
仲
間
づ
く
り
、

介
護
予
防
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
い

き
い
き
サ
ロ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

・
活
動
実
績　

５
か
所
、
９
回

　

・
延
べ
参
加
者
数　

３
０
７
名

②
ハ
ッ
ピ
ー
体
操

　
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
、ま
た
、地

域
で
の
交
流
を
目
的
と
し
て
、65
歳
以
上

の
方
を
対
象
に
、
ハ
ッ
ピ
ー
体
操
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

・
活
動
実
績　

９
か
所
、
４
１
５
回

　

・
延
べ
参
加
者
数　

７
，
１
０
２
名

　

・
サ
ポ
ー
タ
ー
数　

61
名

③
第
31
期
シ
ニ
ア
学
園

　

60
歳
以
上
の
か
た
に
学
習
の
場
を
提

供
し
、
健
康
で
明
る
く
心
豊
か
な
社
会

生
活
が
送
れ
る
た
め
の
教
養
講
座
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

・
受
講
者
数　

18
名

　

・
開
催
回
数　

15
回

社協かわじま
SHAKYO KAWAJIMA

受

託

事

業
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・
内
容　

表
彰
式
典

　
　

社
会
福
祉
事
業
功
労
者
表
彰　

８
名

　
　

ま
ご
こ
ろ
介
護
表
彰　

２
名

　
　

ま
ご
こ
ろ
介
護
特
別
表
彰　

１
名

③
単
身
高
齢
者
給
食
サ
ー
ビ
ス
（
毎
月

第
３
木
曜
日
）

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
を
対
象
に
、

毎
月
第
３
木
曜
日
に
赤
十
字
奉
仕
団

に
よ
る
弁
当
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

・
利
用
者
累
計　

４
５
７
名

④
民
生
委
員
と
学
校
の
話
し
合
い

　

児
童
の
健
全
育
成
の
た
め
に
、
町

内
各
小
学
校
の
先
生
と
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
各
学
校
で
話
し
合
い
を

通
じ
、
家
庭
環
境
等
情
報
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

⑤
お
や
こ
の
つ
ど
い

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
協

力
の
も
と
、
ボ
ッ
チ
ャ
・
ビ
ン
ゴ
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
を
財
源
と

し
、
歳
末
の
時
期
、
支
援
を
必
要
と

す
る
世
帯
が
、
明
る
く
お
正
月
を
迎

え
る
た
め
に
贈
呈
事
業
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

新
た
な
年
を
迎
え
る
時
期
に
、
歳

末
た
す
け
あ
い
運
動
に
よ
る
町
民
の

皆
さ
ま
か
ら
の
募
金
を
、
品
物
に
変
え
、

支
援
を
必
要
と
す
る
世
帯
等
へ
民
生

委
員
・
児
童
委
員
等
を
通
じ
て
贈
呈

を
し
ま
し
た
。

　

・
対
象
世
帯　

５
９
３
世
帯

　

・
月
平
均
延
べ
利
用
者
数　

５
４
５
・
６
人

⑤
居
宅
介
護
支
援
事
業
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
）

　

要
介
護
状
態
等
に
な
っ
た
場
合
に

お
い
て
も
、
利
用
者
が
可
能
な
限
り

そ
の
居
宅
に
お
い
て
、
そ
の
有
す
る

能
力
に
応
じ
て
可
能
な
限
り
自
立
し

た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
配
慮
し
、
利
用
者
の
希
望
に
沿

っ
た
適
切
な
保
健
・
医
療
・
福
祉
の

サ
ー
ビ
ス
が
、
多
様
な
事
業
所
か
ら

総
合
的
か
つ
効
率
的
に
提
供
で
き
る

よ
う
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

・
月
平
均
利
用
者
数　

１
５
９
人

　

高
齢
者
の
介
護
予
防
の
推
進
、
教

養
の
向
上
及
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
実
施
な
ど
、
高
齢
者
福
祉
増
進
の

拠
点
と
し
て
、
高
齢
者
が
健
康
で
明

る
い
生
活
が
過
ご
せ
る
よ
う
、
施
設

の
維
持
管
理
と
運
営
を
行
い
ま
し
た
。

　

・
利
用
カ
ー
ド
の
発
行　

84
名　
　

      

　
　
（
60
歳
以
上
希
望
者
）

　

・
避
難
訓
練
の
実
施
（
年
２
回
）

　

・
延
べ
利
用
者
数　

１
２
，
４
１
２
人

　

介
護
・
医
療
・
保
健
・
福
祉
な
ど

の
側
面
か
ら
高
齢
者
を
支
え
る
相
談

機
関
と
し
て
、
保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、

主
任
介
護
支
援
専
門
の
職
員
が
、
高

齢
者
等
の
心
身
の
健
康
保
持
及
び
生

活
の
安
定
の
た
め
必
要
な
援
助
を
行

①
訪
問
介
護
事
業
（
ホ
ー
ム
へ
ル
パ
ー
）

　

利
用
者
の
特
性
を
踏
ま
え
て
、
そ
の

能
力
に
応
じ
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を

派
遣
し
て
入
浴
、
排
泄
、
食
事
の
介
護

そ
の
他
の
生
活
全
般
に
わ
た
る
援
助
を

行
い
ま
し
た
。

　

・
月
平
均
利
用
者
数　

88
・
６
人

②
高
齢
者
外
出
支
援
事
業
（
福
祉
有
償

運
送
）

　

要
介
護
及
び
要
支
援
の
か
た
を
対
象

に
、
病
院
、
役
所
等
の
公
共
施
設
、
日

常
生
活
を
行
う
上
で
特
に
必
要
な
場
所

へ
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

・
利
用
件
数　

１
，
０
４
８
件

③
産
前
産
後
ヘ
ル
パ
ー
事
業

　

家
事
及
び
育
児
等
の
協
力
が
家
族
等

か
ら
受
け
ら
れ
ず
、
日
常
生
活
に
支
障

が
生
ず
る
妊
娠
中
の
か
た
、
又
は
満
１

歳
未
満
の
子
を
養
育
す
る
か
た
に
対
し
、

生
活
に
必
要
な
家
事
の
支
援
を
行
う

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
子
育
て
を

行
う
家
庭
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。　

　

・
利
用
件
数　

14
件

④
通
所
介
護
事
業
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

　

利
用
者
の
心
身
の
特
性
を
踏
ま
え
て
、

そ
の
能
力
に
応
じ
自
立
し
た
日
常
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な

日
常
生
活
上
の
機
能
訓
練
な
ど
を
行
い
、

利
用
者
の
社
会
孤
立
感
の
解
消
及
び
心

身
の
機
能
の
維
持
並
び
に
利
用
者
の
家

族
の
身
体
的
、
精
神
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
目
的
で
実
施
し
ま
し
た
。

う
こ
と
を
業
務
と
し
、
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
そ
の

人
ら
し
い
生
活
を
支
え
る
役
割
を
果

た
す
機
関
と
し
て
、
様
々
な
相
談
を

受
付
け
ま
し
た
。

①
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

　

町
が
把
握
、
選
定
し
た
特
定
高
齢

者
に
つ
い
て
の
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ

ン
を
作
成
し
、
必
要
な
援
助
を
行
い

ま
し
た
。

　

・
対
象
者
数　

延
べ
１
３
０
名

②
総
合
相
談
・
支
援
事
業

　

総
合
相
談
対
応
及
び
専
門
的
・
継
続

的
な
相
談
支
援
、
そ
の
実
施
に
当
た
っ

て
必
要
と
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連

携
や
実
態
把
握
を
行
い
ま
し
た
。

　

・
件
数　

２
６
２
件

③
や
す
ら
ぎ
保
健
室

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
の

郷
で
、
「
や
す
ら
ぎ
保
健
室
」
を
月
１

回
設
置
し
、
保
健
師
が
血
圧
測
定
や

健
康
相
談
を
通
じ
て
、
困
り
ご
と
や

心
配
ご
と
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

・
利
用
者
数　

１
７
６
名

④
権
利
擁
護
事
業

　

成
年
後
見
制
度
の
活
用
促
進
、
老

人
福
祉
施
設
等
へ
の
措
置
支
援
、
高

齢
者
虐
待
や
困
難
事
例
へ
の
対
応
、

消
費
者
被
害
防
止
等
、
高
齢
者
の
生

活
維
持
を
図
り
ま
し
た
。

　

・
身
体
的
虐
待　

11
件
、
介
護
放

　

棄　

３
件
、
心
理
的
虐
待　

２
件
、

　

経
済
的
虐
待　

１
件

⑤
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
支
援
事
業

　

川
島
町
内
に
あ
る
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
勉
強
会

や
研
修
会
、
情
報
交
換
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
支
援
困
難
事
例
は
、
地
域
ケ
ア

会
議
に
事
例
提
供
し
、
専
門
職
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
へ
の
日
常
的
な
個

別
指
導
や
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

⑥
指
定
介
護
予
防
支
援

　

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
支
援
計
画　
　

　
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
作
成

　

要
支
援
者
に
お
け
る
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
計
画
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
き
、
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
の
関
係
機

関
と
の
連
絡
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

　

・
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
人
数

　
　
　
　
　
　
　
　

１
，
６
４
６
人

⑦
若
返
り
サ
ロ
ン

　

若
返
り
サ
ロ
ン
（
通
所
型
サ
ー
ビ
ス

Ｃ
）
は
、
要
支
援
者
や
特
定
高
齢
者
の

か
た
を
対
象
に
、
週
１
回
、
３
～
６
か

月
間
、
理
学
療
法
士
の
指
導
に
よ
る
運

動
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

・
延
べ
利
用
者
数　

４
７
３
人

⑧
認
知
症
を
支
え
る
家
族
支
援
事
業

　

奇
数
月
に
認
知
症
を
支
え
る
家
族
の

交
流
会
を
実
施
し
、
認
知
症
の
介
護
経

験
の
あ
る
か
た
や
現
在
介
護
し
て
い
る

か
た
等
の
情
報
交
流
の
場
と
し
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

・
参
加
者
数　

38
人

⑨
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
は
、

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
に

な
っ
て
も
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
を
目
指
し

て
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
中
山

小
学
校
と
伊
草
小
学
校
の
６
年
生
を
対

象
に
小
学
生
向
け
の
養
成
講
座
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

・
開
催
回
数　

９
回

　

・
受
講
者
数　

２
５
９
名

　

・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修　

１
回

　
　

受
講
者
数　

29
名

⑩
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

　

認
知
症
の
か
た
、
そ
の
家
族
、
地
域

の
か
た
が
誰
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
り
、

専
門
職
へ
の
相
談
や
情
報
交
換
が
で
き

ま
す
。

　

・
延
べ
参
加
者
数　

２
３
３
名

⑪
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

　

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
で
は
、

町
内
の
40
歳
以
上
で
認
知
症
が
疑
わ
れ

る
か
た
、
ま
た
は
認
知
症
の
か
た
で
医

療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な
い
か
た
や

適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
結
び
付
い
て

い
な
い
か
た
等
を
対
象
に
、
医
師
・
看

護
師
・
行
政
と
一
緒
に
自
宅
を
訪
問
し
、

相
談
や
関
係
機
関
と
の
連
携
、
家
族
支

援
を
行
い
ま
し
た
。

　

・
訪
問
件
数　

32
件

⑫
こ
つ
こ
つ
ク
ラ
ブ

　

ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
、
介

護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心
に
体
操

を
し
、
転
び
に
く
い
体
作
り
支
援
を
行

い
ま
し
た
。

　

・
延
べ
参
加
者
数　

２
，
２
０
０
名

生
活
支
援
員
が
定
期
的
に
訪
問
し
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
暮
ら
し
に

必
要
な
お
金
の
出
し
入
れ
な
ど
を
行

い
ま
し
た

　

・
契
約
件
数　

15
件

　
　
（
高
齢
者
７
件
、
障
が
い
者
６
件
、

　
　

そ
の
他
２
件
）

　

低
所
得
者
、
高
齢
者
、
障
が
い
者

や
離
職
者
等
の
生
活
を
経
済
的
に
支

え
る
と
と
も
に
、
そ
の
在
宅
福
祉
及

び
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
た
め
、

資
金
の
貸
付
と
必
要
な
相
談
支
援
を

行
い
ま
し
た
。

　

・
社
協
貸
付
事
業
生
活
資
金　

８
件

　

・
県
貸
付
事
業　

０
件

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
を
財
源
と
し
、

地
域
福
祉
の
推
進
を
目
的
と
し
た
事

業
を
実
施
し
ま
し
た
。

①
広
報
紙
の
発
行
（
６
、
９
、
２
月
）

　

社
協
か
わ
じ
ま
を
発
行
し
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
、
活
動
状
況
な
ど
を
周
知
、

広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

②
福
祉
表
彰
式
の
開
催

　

家
庭
に
お
い
て
高
齢
者
や
障
が
い

者
（
児
）
に
ま
ご
こ
ろ
を
込
め
、
献

身
的
に
介
護
さ
れ
て
い
る
か
た
や
、

長
年
、
社
会
福
祉
事
業
に
功
労
の
あ
っ

た
か
た
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

・
実
施
日　

11
月
３
日　
　
　
　

　

・
場
所　

川
島
町
町
民
会
館
ホ
ー
ル

④
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　「
子
育
て
を
手
伝
っ
て
ほ
し
い
人
」
と

「
自
分
の
空
い
た
時
間
で
子
育
て
の
お
手

伝
い
が
で
き
る
人
」
が
会
員
と
な
っ
て
、

地
域
ぐ
る
み
で
行
う
子
育
て
支
援
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

・
会 

員 
数　

援
助
会
員
１
４
２
名
、

　
　

提
供
会
員 
10
名
、
両
方
会
員 

１
名

　

・
利
用
件
数　

３
３
９
件

　
（
保
育
園
及
び
学
習
塾
等
の
送
迎
、

　

児
童
預
か
り
等
）

⑤
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
基

礎
と
な
る
高
齢
者
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
構
築
や
必
要
な
事
業
の
検
討
を
行

い
ま
し
た
。

　

・
地
域
さ
さ
え
あ
い
協
議
体　

３
回

　

・
情
報
交
換
会　

２
回

　

・
地
域
ケ
ア
会
議　

12
回

　

・
通
信
・
チ
ラ
シ
発
行　

 

57
回

　

・
み
ん
な
の
食
堂　

12
回

　

・
集
い
の
場　

１
０
０
回

　

・
弁
当
・
食
料
配
布　

11
回

　
（
そ
の
他　

各
種
研
修
会
参
加
、
県

　

社
協
会
議
参
加
）

⑥
福
祉
総
合
相
談
事
業
相
談
実
績

　

福
祉
の
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、
相

談
内
容
に
応
じ
た
対
応
、
関
係
機
関

と
の
連
絡
や
調
整
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

・
相
談
件
数　

90
件

　

判
断
能
力
が
不
十
分
な
か
た
に
対

し
、
安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、

赤
い
羽
根
募
金
事
業

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
募
金
事
業

介

護

事

業

福
祉
資
金
貸
付
事
業

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

（
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
ね
っ
と
）

４

社協かわじま
SHAKYO KAWAJIMA



　

・
内
容　

表
彰
式
典

　
　

社
会
福
祉
事
業
功
労
者
表
彰　

８
名

　
　

ま
ご
こ
ろ
介
護
表
彰　

２
名

　
　

ま
ご
こ
ろ
介
護
特
別
表
彰　

１
名

③
単
身
高
齢
者
給
食
サ
ー
ビ
ス
（
毎
月

第
３
木
曜
日
）

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
を
対
象
に
、

毎
月
第
３
木
曜
日
に
赤
十
字
奉
仕
団

に
よ
る
弁
当
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

・
利
用
者
累
計　

４
５
７
名

④
民
生
委
員
と
学
校
の
話
し
合
い

　

児
童
の
健
全
育
成
の
た
め
に
、
町

内
各
小
学
校
の
先
生
と
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
各
学
校
で
話
し
合
い
を

通
じ
、
家
庭
環
境
等
情
報
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

⑤
お
や
こ
の
つ
ど
い

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
協

力
の
も
と
、
ボ
ッ
チ
ャ
・
ビ
ン
ゴ
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
を
財
源
と

し
、
歳
末
の
時
期
、
支
援
を
必
要
と

す
る
世
帯
が
、
明
る
く
お
正
月
を
迎

え
る
た
め
に
贈
呈
事
業
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

新
た
な
年
を
迎
え
る
時
期
に
、
歳

末
た
す
け
あ
い
運
動
に
よ
る
町
民
の

皆
さ
ま
か
ら
の
募
金
を
、
品
物
に
変
え
、

支
援
を
必
要
と
す
る
世
帯
等
へ
民
生

委
員
・
児
童
委
員
等
を
通
じ
て
贈
呈

を
し
ま
し
た
。

　

・
対
象
世
帯　

５
９
３
世
帯

　

・
月
平
均
延
べ
利
用
者
数　

５
４
５
・
６
人

⑤
居
宅
介
護
支
援
事
業
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
）

　

要
介
護
状
態
等
に
な
っ
た
場
合
に

お
い
て
も
、
利
用
者
が
可
能
な
限
り

そ
の
居
宅
に
お
い
て
、
そ
の
有
す
る

能
力
に
応
じ
て
可
能
な
限
り
自
立
し

た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
配
慮
し
、
利
用
者
の
希
望
に
沿

っ
た
適
切
な
保
健
・
医
療
・
福
祉
の

サ
ー
ビ
ス
が
、
多
様
な
事
業
所
か
ら

総
合
的
か
つ
効
率
的
に
提
供
で
き
る

よ
う
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

・
月
平
均
利
用
者
数　

１
５
９
人

　

高
齢
者
の
介
護
予
防
の
推
進
、
教

養
の
向
上
及
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
実
施
な
ど
、
高
齢
者
福
祉
増
進
の

拠
点
と
し
て
、
高
齢
者
が
健
康
で
明

る
い
生
活
が
過
ご
せ
る
よ
う
、
施
設

の
維
持
管
理
と
運
営
を
行
い
ま
し
た
。

　

・
利
用
カ
ー
ド
の
発
行　

84
名　
　

      

　
　
（
60
歳
以
上
希
望
者
）

　

・
避
難
訓
練
の
実
施
（
年
２
回
）

　

・
延
べ
利
用
者
数　

１
２
，
４
１
２
人

　

介
護
・
医
療
・
保
健
・
福
祉
な
ど

の
側
面
か
ら
高
齢
者
を
支
え
る
相
談

機
関
と
し
て
、
保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、

主
任
介
護
支
援
専
門
の
職
員
が
、
高

齢
者
等
の
心
身
の
健
康
保
持
及
び
生

活
の
安
定
の
た
め
必
要
な
援
助
を
行

①
訪
問
介
護
事
業
（
ホ
ー
ム
へ
ル
パ
ー
）

　

利
用
者
の
特
性
を
踏
ま
え
て
、
そ
の

能
力
に
応
じ
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を

派
遣
し
て
入
浴
、
排
泄
、
食
事
の
介
護

そ
の
他
の
生
活
全
般
に
わ
た
る
援
助
を

行
い
ま
し
た
。

　

・
月
平
均
利
用
者
数　

88
・
６
人

②
高
齢
者
外
出
支
援
事
業
（
福
祉
有
償

運
送
）

　

要
介
護
及
び
要
支
援
の
か
た
を
対
象

に
、
病
院
、
役
所
等
の
公
共
施
設
、
日

常
生
活
を
行
う
上
で
特
に
必
要
な
場
所

へ
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

・
利
用
件
数　

１
，
０
４
８
件

③
産
前
産
後
ヘ
ル
パ
ー
事
業

　

家
事
及
び
育
児
等
の
協
力
が
家
族
等

か
ら
受
け
ら
れ
ず
、
日
常
生
活
に
支
障

が
生
ず
る
妊
娠
中
の
か
た
、
又
は
満
１

歳
未
満
の
子
を
養
育
す
る
か
た
に
対
し
、

生
活
に
必
要
な
家
事
の
支
援
を
行
う

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
子
育
て
を

行
う
家
庭
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。　

　

・
利
用
件
数　

14
件

④
通
所
介
護
事
業
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

　

利
用
者
の
心
身
の
特
性
を
踏
ま
え
て
、

そ
の
能
力
に
応
じ
自
立
し
た
日
常
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な

日
常
生
活
上
の
機
能
訓
練
な
ど
を
行
い
、

利
用
者
の
社
会
孤
立
感
の
解
消
及
び
心

身
の
機
能
の
維
持
並
び
に
利
用
者
の
家

族
の
身
体
的
、
精
神
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
目
的
で
実
施
し
ま
し
た
。

う
こ
と
を
業
務
と
し
、
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
そ
の

人
ら
し
い
生
活
を
支
え
る
役
割
を
果

た
す
機
関
と
し
て
、
様
々
な
相
談
を

受
付
け
ま
し
た
。

①
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

　

町
が
把
握
、
選
定
し
た
特
定
高
齢

者
に
つ
い
て
の
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ

ン
を
作
成
し
、
必
要
な
援
助
を
行
い

ま
し
た
。

　

・
対
象
者
数　

延
べ
１
３
０
名

②
総
合
相
談
・
支
援
事
業

　

総
合
相
談
対
応
及
び
専
門
的
・
継
続

的
な
相
談
支
援
、
そ
の
実
施
に
当
た
っ

て
必
要
と
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連

携
や
実
態
把
握
を
行
い
ま
し
た
。

　

・
件
数　

２
６
２
件

③
や
す
ら
ぎ
保
健
室

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
の

郷
で
、
「
や
す
ら
ぎ
保
健
室
」
を
月
１

回
設
置
し
、
保
健
師
が
血
圧
測
定
や

健
康
相
談
を
通
じ
て
、
困
り
ご
と
や

心
配
ご
と
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

・
利
用
者
数　

１
７
６
名

④
権
利
擁
護
事
業

　

成
年
後
見
制
度
の
活
用
促
進
、
老

人
福
祉
施
設
等
へ
の
措
置
支
援
、
高

齢
者
虐
待
や
困
難
事
例
へ
の
対
応
、

消
費
者
被
害
防
止
等
、
高
齢
者
の
生

活
維
持
を
図
り
ま
し
た
。

　

・
身
体
的
虐
待　

11
件
、
介
護
放

　

棄　

３
件
、
心
理
的
虐
待　

２
件
、

　

経
済
的
虐
待　

１
件

⑤
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
支
援
事
業

　

川
島
町
内
に
あ
る
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
勉
強
会

や
研
修
会
、
情
報
交
換
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
支
援
困
難
事
例
は
、
地
域
ケ
ア

会
議
に
事
例
提
供
し
、
専
門
職
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
へ
の
日
常
的
な
個

別
指
導
や
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

⑥
指
定
介
護
予
防
支
援

　

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
支
援
計
画　
　

　
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
作
成

　

要
支
援
者
に
お
け
る
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
計
画
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
き
、
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
の
関
係
機

関
と
の
連
絡
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

　

・
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
人
数

　
　
　
　
　
　
　
　

１
，
６
４
６
人

⑦
若
返
り
サ
ロ
ン

　

若
返
り
サ
ロ
ン
（
通
所
型
サ
ー
ビ
ス

Ｃ
）
は
、
要
支
援
者
や
特
定
高
齢
者
の

か
た
を
対
象
に
、
週
１
回
、
３
～
６
か

月
間
、
理
学
療
法
士
の
指
導
に
よ
る
運

動
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

・
延
べ
利
用
者
数　

４
７
３
人

⑧
認
知
症
を
支
え
る
家
族
支
援
事
業

　

奇
数
月
に
認
知
症
を
支
え
る
家
族
の

交
流
会
を
実
施
し
、
認
知
症
の
介
護
経

験
の
あ
る
か
た
や
現
在
介
護
し
て
い
る

か
た
等
の
情
報
交
流
の
場
と
し
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

・
参
加
者
数　

38
人

⑨
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
は
、

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
に

な
っ
て
も
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
を
目
指
し

て
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
中
山

小
学
校
と
伊
草
小
学
校
の
６
年
生
を
対

象
に
小
学
生
向
け
の
養
成
講
座
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

・
開
催
回
数　

９
回

　

・
受
講
者
数　

２
５
９
名

　

・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修　

１
回

　
　

受
講
者
数　

29
名

⑩
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

　

認
知
症
の
か
た
、
そ
の
家
族
、
地
域

の
か
た
が
誰
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
り
、

専
門
職
へ
の
相
談
や
情
報
交
換
が
で
き

ま
す
。

　

・
延
べ
参
加
者
数　

２
３
３
名

⑪
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

　

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
で
は
、

町
内
の
40
歳
以
上
で
認
知
症
が
疑
わ
れ

る
か
た
、
ま
た
は
認
知
症
の
か
た
で
医

療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な
い
か
た
や

適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
結
び
付
い
て

い
な
い
か
た
等
を
対
象
に
、
医
師
・
看

護
師
・
行
政
と
一
緒
に
自
宅
を
訪
問
し
、

相
談
や
関
係
機
関
と
の
連
携
、
家
族
支

援
を
行
い
ま
し
た
。

　

・
訪
問
件
数　

32
件

⑫
こ
つ
こ
つ
ク
ラ
ブ

　

ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
、
介

護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心
に
体
操

を
し
、
転
び
に
く
い
体
作
り
支
援
を
行

い
ま
し
た
。

　

・
延
べ
参
加
者
数　

２
，
２
０
０
名

生
活
支
援
員
が
定
期
的
に
訪
問
し
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
暮
ら
し
に

必
要
な
お
金
の
出
し
入
れ
な
ど
を
行

い
ま
し
た

　

・
契
約
件
数　

15
件

　
　
（
高
齢
者
７
件
、
障
が
い
者
６
件
、

　
　

そ
の
他
２
件
）

　

低
所
得
者
、
高
齢
者
、
障
が
い
者

や
離
職
者
等
の
生
活
を
経
済
的
に
支

え
る
と
と
も
に
、
そ
の
在
宅
福
祉
及

び
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
た
め
、

資
金
の
貸
付
と
必
要
な
相
談
支
援
を

行
い
ま
し
た
。

　

・
社
協
貸
付
事
業
生
活
資
金　

８
件

　

・
県
貸
付
事
業　

０
件

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
を
財
源
と
し
、

地
域
福
祉
の
推
進
を
目
的
と
し
た
事

業
を
実
施
し
ま
し
た
。

①
広
報
紙
の
発
行
（
６
、
９
、
２
月
）

　

社
協
か
わ
じ
ま
を
発
行
し
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
、
活
動
状
況
な
ど
を
周
知
、

広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

②
福
祉
表
彰
式
の
開
催

　

家
庭
に
お
い
て
高
齢
者
や
障
が
い

者
（
児
）
に
ま
ご
こ
ろ
を
込
め
、
献

身
的
に
介
護
さ
れ
て
い
る
か
た
や
、

長
年
、
社
会
福
祉
事
業
に
功
労
の
あ
っ

た
か
た
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

・
実
施
日　

11
月
３
日　
　
　
　

　

・
場
所　

川
島
町
町
民
会
館
ホ
ー
ル

④
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　「
子
育
て
を
手
伝
っ
て
ほ
し
い
人
」
と

「
自
分
の
空
い
た
時
間
で
子
育
て
の
お
手

伝
い
が
で
き
る
人
」
が
会
員
と
な
っ
て
、

地
域
ぐ
る
み
で
行
う
子
育
て
支
援
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

・
会 

員 

数　

援
助
会
員
１
４
２
名
、

　
　

提
供
会
員 

10
名
、
両
方
会
員 

１
名

　

・
利
用
件
数　

３
３
９
件

　
（
保
育
園
及
び
学
習
塾
等
の
送
迎
、

　

児
童
預
か
り
等
）

⑤
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
基

礎
と
な
る
高
齢
者
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
構
築
や
必
要
な
事
業
の
検
討
を
行

い
ま
し
た
。

　

・
地
域
さ
さ
え
あ
い
協
議
体　

３
回

　

・
情
報
交
換
会　

２
回

　

・
地
域
ケ
ア
会
議　

12
回

　

・
通
信
・
チ
ラ
シ
発
行　

 

57
回

　

・
み
ん
な
の
食
堂　

12
回

　

・
集
い
の
場　

１
０
０
回

　

・
弁
当
・
食
料
配
布　

11
回

　
（
そ
の
他　

各
種
研
修
会
参
加
、
県

　

社
協
会
議
参
加
）

⑥
福
祉
総
合
相
談
事
業
相
談
実
績

　

福
祉
の
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、
相

談
内
容
に
応
じ
た
対
応
、
関
係
機
関

と
の
連
絡
や
調
整
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

・
相
談
件
数　

90
件

　

判
断
能
力
が
不
十
分
な
か
た
に
対

し
、
安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
事
業

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

５

社協かわじま
SHAKYO KAWAJIMA
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　当会は、人と人との「支え合い」の強化を図り、誰もが住み慣れた地域で
安心して自分らしく暮らすことができるよう、「福祉のまち」づくりの仕組
みをつくることを推進します。
　その支え合いのひとつの方法として、町民の皆さまや福祉団体、町内企業
等の皆さまに会員となっていただき、皆さまからの会費を川島町民の福祉支
援充実のために、赤い羽根募金、歳末たすけあい運動募金とともに活用して
参ります。
　会費・募金は任意でございますが、皆さまには、本趣旨にご賛同いただき
町民同士の支え合い活動を発展させていくため、ご協力くださいますようお
願い申し上げます。

会員会費・赤い羽根募金・
歳末たすけあい運動募金のお願い

　当会は、人と人との「支え合い」の強化を図り、誰もが住み慣れた地域で　当会は、人と人との「支え合い」の強化を図り、誰もが住み慣れた地域で　当会は、人と人との「支え合い」の強化を図り、誰もが住み慣れた地域で　当会は、人と人との「支え合い」の強化を図り、誰もが住み慣れた地域で　当会は、人と人との「支え合い」の強化を図り、誰もが住み慣れた地域で
安心して自分らしく暮らすことができるよう、「福祉のまち」づくりの仕組安心して自分らしく暮らすことができるよう、「福祉のまち」づくりの仕組安心して自分らしく暮らすことができるよう、「福祉のまち」づくりの仕組安心して自分らしく暮らすことができるよう、「福祉のまち」づくりの仕組安心して自分らしく暮らすことができるよう、「福祉のまち」づくりの仕組安心して自分らしく暮らすことができるよう、「福祉のまち」づくりの仕組

会員会費・赤い羽根募金・
歳末たすけあい運動募金のお願い

令和６年度

会員会費、赤い羽根募金、歳末たすけあい運動募金について

社協が地域福祉活動を進めていくための貴重な財源であるとともに、
皆さまが、社協と一緒に地域福祉活動に参加していただける方法の一
つです。

〇会員会費

使いみち ・かわじま安心お助け隊（生活支援）・ボランティアセンターの運営・地区敬老事業

・100歳、米寿の祝い・福祉教育の推進、福祉体験学習の実施など

１０月１日から翌年３月３１日までの６か月間で、全国一斉に行
われます。身近な福祉活動、災害地支援等に役立てられます。

〇赤い羽根募金

◇１世帯：５００円（１世帯当たりの目標額）

使いみち ・車両整備・送迎サービス・車いすの貸出・単身高齢者給食サービス、広報紙の発行

・福祉車両の貸出・おやこのつどい（障がい児・者世帯交流）等

誰もが地域で安心して新たな年を迎えることができるよう「歳
末たすけあい募金」を募り、福祉活動につなげています。

〇歳末たすけあい
　運動募金

〇会員会費

〇赤い羽根募金

〇歳末たすけあい
　運動募金

◇１世帯：２００円（１世帯当たりの目標額）

◇一般会員：１世帯　　５００円／年額（各世帯対象）

◇賛助会員：１人　１，０００円／年額（個人対象）

◇特別会員：１口　５，０００円／年額（企業等対象）

◇一般会員：１世帯　　５００円／年額（各世帯対象）

◇賛助会員：１人　１，０００円／年額（個人対象）

◇特別会員：１口　５，０００円／年額（企業等対象）

◇１世帯：５００円（１世帯当たりの目標額）

◇１世帯：２００円（１世帯当たりの目標額）

使いみち ・民生委員・児童委員協力のもと、支援を必要とする世帯へ見舞金、生活用品の贈呈等

会員会費・赤い羽根募金・
歳末たすけあい運動募金のお願い

※ １０月１日の区長配送で各区長様に例年同様、各世帯に会費・募金の取りまとめをご依頼させてい
　 ただく予定です。
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　２回目の社協だより内での掲載です。より多くの方に読んでいただきたく、このペー

ジを印刷、色々な所で展示や回覧をしています。

　育成会は障がいについて発信していく会でもあります。比企地域自立支援協議会が今

年度は川島町で開催され、障害者理解促進研修会にて障がい当事者の家族という立場で

２０分程度のお話をさせていただきます。育成会全体の活動では、グループホームの見

学や情報交換会、生涯学習町民ふれあいフェスティバルでのパドル体操出演、川島町中

央文化展での展示、生涯学習課主催の手をつなぐみんなのスポーツ教室参加、社協クリ

スマス会での啓発活動などを予定しています。会員も無理をせず楽しみを見つけながら、

我が子の気になる将来に向けて体験や勉強、啓発を続けていきます。　（会長　望月）

　

福祉団体コーナー福祉団体コーナー福祉団体コーナー福祉団体コーナー

お問い合わせ　　会長　望月幸枝　０４９－２９７－８９７８

　　　　　　　　社協担当　小林　０４９－２９７－７１１１

手をつなぐだより
川島町手をつなぐ育成会

No.45

《子ども紹介コーナー16》シリーズで“我が子”の紹介をさせていただきます。

　今年３４歳になった耕平は３歳児検診で自閉傾向による発達障害の診断を受けました。今でも
時々不安定になり髪の毛を抜いたり、皮膚トラブル、神経性大腸炎など出ますが、療育や病院の
先生、相談員、作業所のスタッフの支援を受けながら落ち着いて過ごしています。
　平日は東松山市の作業所に自転車で通い、バリ取りやチラシ折りなど仲間やスタ
ッフとおしゃべりしながら楽しく仕事をしています。余暇は自分で調べて計画をた
て、ヘルパーさんや親と古本屋、映画、イベントへのお出かけなどを楽しんでいま
す。グループ外出や習い事も再開しました。自分のペースでいろいろな経験をしな
がら楽しくおだやかに過ごせればと思います。　（耕平の母）

　役場大会議室にて民生委員さん12名、会員14名との情報交換会を行いました。民生委員
さんから、昨年度のスポーツ教室のダンスやおやこのつどいなどとても楽しく行う事がで
き、今後も活動を広げていきたいと話してくれました。情報交換会を行った事で、他の地区
の民生委員さんとの繋がりが深まり、子ども達の日常の様子などもお話しする事ができて良
かったです。　（岸田）

≪民生委員さんとの情報交換会（6月19日）≫

　障害の程度や年齢、直面する問題も人それぞれ、手帳所持者に限らず状況に応じた相談や
情報を得るために、健康福祉に特化した人材（スペシャリスト）をお願いしたいという意見
に対して「必要なことだと思っているので考えていきたい」と回答をいただいたこと、とて
も嬉しかったです。他、町内でも身体、療育、精神手帳の所有者は増えている事、ワクチン
接種の詳細、成人になる年に行う手続きなど、たくさんの情報をいただきました。（太田）

≪健康福祉課との情報交換会（７月25日）≫

　今年度も町長さん、政策推進課や健康福祉課、社協にも
入っていただき開催しました。福祉専門の職員配置、豪雨
や台風７号、雷雨等の際の町内の様子や排水、水害に対す
る町の対策、グループホーム等や障がい者の過ごしやすい
場所（古民家や鳥羽井沼など）、コロナワクチン接種と多
岐にわたり様々な情報をいただき、意見交換ができまし
た。個人では聞けないことも育成会として団体でお時間を
いただけてありがたかったです。子どもたちのために仲間
と頑張っていこうと改めて思いました。（佐藤）

≪飯島町長とのタウンミーティング（8月22日）≫

会員募集中
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ボラセンコーナーボランティアセンターコーナーボランティアセンターコーナーボランティアセンターコーナー

　令和6年７月２２日（月）から８月３０日（金）まで「夏のボラ
ンティア体験プログラム」を開催しました。川島町内の福祉施設や
団体等の皆さまのお力添えにより、計９３名（のべ１４０名）のボ
ランティアの皆さまにご参加いただきました。
　参加者の皆さま、ボランティアを受け入れていただいた皆様、夏
ボラにご参加・ご協力いただきありがとうございました。

夏のボランティア体験プログラムのご報告夏のボランティア体験プログラムのご報告

ハッピー体操サポーター（１５期生）
養成講座を開催します

～ご参加・ご協力いただきありがとうございました～

　ボランティアセンターでは、夏休みの期間に限らず「ボランティアをしたい方」
や「ボランティアを募集している施設や団体の皆さま」からのご相談を受付けてお
ります。いつでもお気軽にご相談ください。

対 象 者
募 集 人 数
参 加 費
会    場

時    間
講    師
申 し 込 み

開 催 予 定

締 め 切 り 詳細は社協HPを

ご確認ください

川島町内在住・在学・在勤者
１５名程度
無　料
保健センター２階研修室
町民体育館（開講式・閉講式のみ）
１４時～１６時　　　　　
都留文科大学　加藤優教授ほか
電話または申し込みフォーム（社協HP掲載）
電話申込：０４９－２９７－７１１１
令和6年10月22日（火）～  令和7年１月２１日（火）
期間中の毎週火曜日（全12回）
令和6年10月15日（火）

提出いただいた「体験記
録シート」を取りまとめ
て感想集を作成しました。
こちらからご覧いただけ
ます。
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ボランティア紹介ボランティア紹介

　ここでは、川島町で活躍するボランティアの皆さんをご紹介いたします。
　今回は、長年お助け隊サポーターとしてご活躍いただいた篠原サポーター
にお話を伺いました。

　「自分の健康のために」と思い立ったのが、ボランティアを始めたキッカケで
す。ハッピー体操サポーター（4期生）として、2年間活動しました。　　　
　そんな中で、社協の職員さんから「運転ボランティアのサービスを始めるので
やってみませんか」とお声掛けいただき、お助け隊サポーターに転身しました。
車の運転は好きなのでやってみても良いかな、と。当時のお助け隊は立ち上げ当
初でしたので無名のサービスでした。「なんとなくやってみた」が正直な感想で
す。「地域貢献したい」とか「人助けのために」とか、そういった格好いい理由
ではなくて申し訳ありません（笑）

対 象 者：川島町内在住・在学・在勤者
　　　　　※専門的な資格・経験は必要ありません

内   　容：①車を利用した援助（通院・買い物同行など）
　　　　  　②生活の援助（電球交換・掃除の手伝い・お話し相手など）
活動時間：月曜日～金曜日の9時00分～17時00分
　　　　　※ご自身の都合の良い日時で活動いただけます。

謝　　礼：川島町共通商品券500円／1時間

ボランティアに関するお問合せはこちらまでご連絡ください

　お助け隊の利用者さんは話好きの方が多くて…。私は人と話をするのがあまり
得意ではないので大変といえば大変でした（笑）。ですが、利用者さん達と関わ
るうちに「自分のために」が「人のために」と気持ちの変化があり、いつの間に
か10年以上お世話になってしまいました。最初は「70歳になるまで」、それが
「75歳まで…」「80歳まで…」と。ついつい引退を引き延ばしてしまいました
が（笑）。あっという間の12年間でした。
　私はここでサポーターを引退させていただきますが、お陰様で今も身体は元気
です。日中はテニスやバドミントンなどの趣味を謳歌していますので、もしどこ
かで私を見かけた際にはお声掛けいただけると嬉しいです。

篠原　忠さん

　篠原さんには平成24年8月から令和6年7月まで、およそ12年間に渡りお
助け隊サポーターとしてご活躍いただきました。長年に渡り、川島町の地域福
祉に貢献いただき大変ありがとうございました。

【ボランティアを始めようと思った理由をお聞かせください】

【お助け隊に対して一言お願いします】

私は正直、人と話をするのがあまり
　　　　　　得意ではありませんでした。

「自分の健康のために何かやってみよう」
そう思い立ったのが、ボランティアを始めた
キッカケです。

私は正直、人と話をするのがあまり
　　　　　　得意ではありませんでした。

「自分の健康のために何かやってみよう」
そう思い立ったのが、ボランティアを始めた
キッカケです。かわじま安心お助け隊サポーター

かわじま安心お助け隊サポーター会員を募集しています

川島町社会福祉協議会ボランティアセンター　☎049－297－7111
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歳末たすけあい事業

見舞金贈呈に関する申請案内
　歳末の時期、町民の皆さまに歳末たすけあい募金のご協力をいただいていま
す。皆さまからいただいた募金の一部を、生活に支援を要する世帯へ贈呈しま
す。
　該当する世帯、及び申請方法は以下のとおりです。

●対象世帯…次の①～③を満たす世帯

①令和６年１０月１日現在で、町内に住民票を有し、６か月以上居住 

　していること

②世帯全員の住民税（町県民税）が非課税であること

③A、Bのどちらかに該当する世帯

歳末たすけあい運動は生活
に支援を要する方が明るく
お正月を迎えるために何が
出来るかを考え支援する活
動です！

※ 生活保護世帯は対象外となります。

※ 見舞金の金額は、今年度の募金額と申請件数によって決定されます。

　（世帯ごと５，０００円程度の贈呈となります）

【今後の流れ】

　申請者には、１１月中旬に申請結果と合わせて「配布日時・配布方法」
について改めて通知いたします。

　　社会福祉法人川島町社会福祉協議会　電話：０４９－２９７－７１１１
　　〒３５０－０１３１　川島町大字平沼１１７５（川島町保健センター内）

【提出・問い合わせ先】

A．ひとり親世帯

申請者全員

・ 児童扶養手当受給世帯

B．障がいのある方と同居している世帯

・ 障害者手帳（身体１級、知的Ⓐ・A、精神１級）のいずれかを
　 お持ちの方を含む世帯

●申請方法…贈呈を希望される方は以下の書類をご提出ください（郵送可）

　〇 歳末たすけあい見舞金申請書　※社協HPからダウンロード可能です
　　 社会福祉協議会・健康福祉課にて配布もいたします。
　　 配布期間：1１月１日（金）まで配布
　　※令和６年度町民税・県民税の課税状況（１５歳以上の世帯員全員分）に
　　　ついて、社協から町担当課へ情報を照会する事に同意が必要です。
　
A．ひとり親世帯

　　※別途書類の添付は必要ありません（社協から町担当課へ情報を照会する
　　　事に同意が必要です）

B．障がいのある方と同居している世帯

　〇 該当する障害者手帳（写）

＜提出先＞社会福祉協議会（保健センター内）

＜締め切り＞令和６年１１月５日（火）まで（必着）
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　６月中旬から７月上旬にかけて、大東文化大学スポー
ツ・健康科学部看護学科から地域包括ケア実習の学生２
２名を受け入れました。実習では、看護師が地域包括ケ
アシステムの中で果たす役割について学びました。

大東文化大学看護学科地域包括ケア実習大東文化大学看護学科地域包括ケア実習

社協の情報コーナー社協の情報コーナー社協の情報コーナー社協の情報コーナー

ご家庭に不要な食料品や日用品がありましたら是非ご寄贈ください！

○受付期間　令和６年10月１日（火）～11月29日（金）
　　　　　　午前８時30分～午後５時15分（※土・日、祝日は除く）
○場　　所　川島町社会福祉協議会（川島町大字平沼１１７５　川島町保健センター内）

家庭で余っている食料品・日用品を持ち寄り、生活に

困窮している個人や団体等に寄付する活動です。フード＆ライフドライブってなに？

フード＆ライフドライブ
にご協力をお願いいたします！

●お問い合わせ　０４９－２９７－７１１１

　オレンジカフェ伊草では、地域の方と一緒に認知症サポーター、包括職員が参加・交
流を行っています。皆さんでお茶やおしゃべりをしながら一緒に楽しい時間を過ごしま
しょう。（会場：伊草公民館）

オレンジカフェ伊草　開催日程変更についてオレンジカフェ伊草　開催日程変更について

　　日時：毎月　第4火曜日　午後１時３０分～３時へ
　　開催日時：10月22日（火）・11月26日（火）・12月24日（火）
　　             ・1月28日（火）・  2月25日（火）・  3月25日（火）

令和6年
   10月から

　　毎月　第4土曜日　午後１時３０分～２時３０分令和6年9月まで



社協かわじま
SHAKYO KAWAJIMA

埼玉県比企郡川島町大字曲師４０２番地１
ＴＥＬ.０４９－２９９－６６３０
〒350-0146

ＦＡＸ.０４９－２９９－６７３０ E-MAIL : shomu@kawajima-shakyo.or.jp

社会福祉法人　川島町社会福祉協議会 （川島町老人福祉センター内）

掲 示 板 フ レ ン ド リ ー

12
午前８時３０分から午後５時１５分（祝日を除く、月～金曜日）

お問い合わせ　　社協かわじまは、
　共同募金の配分を
受けて発行されて
　います。

　１００歳を迎えられた方を、飯島会長がお
祝いと寿状の贈呈に訪問しました。

　たいへんありがとうございました。大切に
使わせていだきます。

１００歳の祝い１００歳の祝い

写真は令和5年の街頭募金

・白井　美波様　　　（紙おむつ３箱）

・川島町連 P 六三会様    　（3,365 円）

・比企地域労働者福祉協議会様（10,000 円）

・小久保　良行様　　　（玄米 30 ㎏）

・株式会社トータルリユース様（紙おむつ６箱）

寄附のお礼寄附のお礼

　今年も赤い羽根共同募金運動が１０月１日から実施されます。地域福祉の推進を図ること

を目的に全国一斉に行われます。市町村でいただいた募金はその地域で行う各種福祉活動、

ボランティアの育成、民間福祉施設整備等や国内で発生した大規模災害時の被災者支援に役

立てられます。
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寄附いただいた食品は、生活に困っている方に
責任を持って届けます。

ご家庭に眠っている食品・お米を大募集

【日　時】１１月８日（金）コミュニティセンター
　　　　　午前１１時～午後１時
　　　　　１１月９日（土）フラットピア川島
　　　　　午後２時～午後４時
【対象品】未開封、常温保存可能、消費期限
              が2か月以上先の食品

コロナ禍で影響を受けた日々の生活
が大変な方に配布します。

暮らし応援 食品無料配布

【日　時】11月16日（土）午後２時～４時　
【場　所】コミュニティセンター
【問合せ】NPO法人フードバンクよしみ・かわじま
　　☎ 090-8947-7986（佐藤代表の携帯電話）
　　　～ 詳しくはホームページをご覧ください ～

ＮＰＯ法人フードバンクよしみ・かわじまよりお知らせＮＰＯ法人フードバンクよしみ・かわじまよりお知らせ


